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【問題意識】 

2013 年に帝国データバンクが行った約１万社を対象にした調査によれば、正社員の不足

を感じている企業は全体の約 37％にものぼっている。つまり、近年の景気回復に伴い、多

くの企業が正社員の人材不足の問題に直面しており、正社員をいかに必要なだけ確保する

かということが課題となっているのである。 

正社員をリクルートする方法として、新卒採用などを通じて外部労働市場から調達する

方法と、自社で働く非正社員を内部登用する方法が挙げられる。これらの 2 つの方法のう

ち、多くの企業が後者に注目している。なぜなら、前者と比較して、採用コストを抑える

ことができること、正社員になった後の定着度が高いこと、および優秀な人材を確保する

ことができることなどが期待されているからである。しかし、厚生労働省が 2011 年に行っ

た、正社員登用制度を導入している企業 1 万社を対象とした調査では、制度導入に際して

『非正社員が正社員になりたがらない』という問題が上位に挙げられている。つまり、正

社員登用制度が十分に機能していないことが推察されるのである。 

 

【研究目的】  

正社員登用制度導入企業における非正社員の正社員への志向性を促進するメカニズムを

解明すること 

 

【研究意義】 

非正社員の正社員への志向を促進させることにより、企業の『正社員の人材不足』とい

う問題への解決に寄与することが出来る 

 

 


